
  

「青森県基本計画『選ばれる青森』への挑戦」の「めざす姿」を実現していくためには、県

だけではなく、県民一人ひとりを始めとする多様な主体と「めざす姿」を共有し、それぞれの

立場で取組を進めていくことが必要です。 

このため、計画では「第６章 計画の推進」において、多様な主体との連携・協働や情報発

信など、計画の推進に共通して必要な取組の方向性を示しています。 

ここでは、「第６章 計画の推進」に掲げる取組の方向性と、それに関連する指標の動向に

ついてまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の推進 

 2018 年の県内のインターネット利用者（個人）の割合は 70.9％と、全国平均や東北

平均を下回っています。（全国 41 位、東北４位） 

業務改善のためのデジタルデータ解析などにＩｏＴ・ＡＩ等のシステムやサービスを

利活用している企業は、１社あたりの労働生産性が高い傾向にあります。 

（単位：万円）
利活用あり 利活用なし

建設業 1,064 780 

製造業 1,143 773 

運輸業・郵便業 592 578 

卸売・小売業 552 711 

金融・保険業 3,013 1,866 

不動産業 1,304 1,442 

情報通信業 839 922 

サービス業、その他 684 444 

資本金5,000万円未満 530 441 

資本金5,000万円以上 1,026 880 

資料：総務省「通信利用動向調査」

ＩｏＴ・ＡＩ等のシステム・サービス（※）の利活用の有無別
１社あたり労働生産性（2018年、全国）

※業務改善や顧客サービス向上に向けたデジタルデータ解析
　のためのIoTシステム等

67.7 
65.7 

70.6 
73.8 74.4 

72.2 71.8 72.5 
70.9 

70.6 
72.3 71.8 

77.0 77.1 78.1 
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78.2 79.1 79.5 
82.8 82.8 83.0 83.5 

80.9 79.8 
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2010 11 12 13 14 15 16 17 18年

インターネット利用率の推移（個人）

青森県 東北平均 全国平均

（％）

資料：総務省「通信利用動向調査」

１ ＳＤＧｓの理念を踏まえた各種施策の展開 

世界共通の目標であるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視点を踏まえて取組を

進めていくことは、本県が「世界が認める青森ブランドの確立」をめざし、世界か

ら選ばれる地域となる上で重要であることから、ＳＤＧｓの理念も踏まえながら計

画の推進を図ります。 

 

２ ＩＣＴ利活用対策の充実強化 

ＡＩやＩｏＴなどの革新技術の導入、これを支える基盤整備と人財育成など、あ

らゆる主体によるＩＣＴの利活用対策の充実強化に向けた取組を積極的かつ戦略的

に進め、県民生活の利便性と質の向上を図ります。 
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３ あらゆる主体の参画・連携強化と協働の推進 

・ 地域の「つながり」や「支え合い」の環を広げ、「自助」、「互助」、「共助」、「公

助」を適切に組み合わせながら計画を推進します。 

・  地域を支える多様な主体の参画と連携強化を図るとともに、様々な分野での協

働の推進に取り組み、市町村、近隣道県との連携強化を図ります。 

 

４ 情報発信 

・  県民一人ひとりが計画に共感し、それぞれの立場で参画できるよう、積極的な

プロモーションを展開します。 

・  よりわかりやすく、より伝わる広報活動を実践するとともに、青森県の価値を

強く発信していくため、県外・海外に向けた情報発信を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 男女共同参画の推進 

男女がともにワーク・ライフ・バランスを保ちながら、十分に活躍できる環境づ

くりに向けた取組を推進し、様々な分野における女性のチャレンジを促進するとと

もに、政策・方針決定過程への女性の参画拡大を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 行財政改革の推進 

「青森県行財政改革大綱」に基づき行財政改革に取り組みます。 

 

県職員による県民向け「出前トーク」

は、延べ参加人数は年度により変動が

あるものの、実施件数は増加傾向にあ

ります。  

県の各種審議会への女性登用率は第４次

あおもり男女共同参画プラン 21の目標値

（40％以上）に達していません。  
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各種審議会等への女性登用状況（各年4月現在）

資料：環境生活部

（％）
個別計画
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（１）１人当たり県民所得の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 関連指標の動向 

全国との比較では、東京都が突出

して高く、以下、愛知県、栃木県、

静岡県、富山県の順となっており、

本県は 38 位となっています。 

 

本県の１人当たり県民所得（2017 年度）は 2,490 千円で、前年度対比で 28 千円の

減少（1.1％減）となりました。１人当たりの国民所得を 100 とした場合の水準は

78.1（3.6 ポイント下降）となりました。 

5
3
4
.7

 
3
6
3
.2

 
3
3
1
.8

 
3
2
9
.9

 
3
2
9
.4

 
3
2
1
.7

 
3
1
8
.0

 
3
1
7
.9

 
3
1
5
.7

 
3
1
5
.5

 
3
1
1
.5

 
3
0
9
.7

 
3
0
6
.8

 
3
0
5
.6

 
3
0
4
.8

 
3
0
1
.9

 
3
0
0
.5

 
2
9
7
.2

 
2
9
5
.7

 
2
9
4
.8

 
2
9
4
.5

 
2
9
2
.6

 
2
9
2
.5

 
2
9
0
.8

 
2
8
9
.5

 
2
8
8
.1

 
2
8
7
.2

 
2
8
2
.5

 
2
8
0
.2

 
2
7
9
.9

 
2
7
5
.8

 
2
7
3
.6

 
2
7
3
.2

 
2
6
5
.6

 
2
6
1
.8

 
2
6
1
.6

 
2
6
0
.4

 
2
5
6
.7

 
2
5
5
.8

 
2
5
5
.2

 
2
5
2
.2

 
2
5
1
.9

 
2
5
1
.7

 
2
5
0
.9

 
2
4
1
.3

 
2
4
0
.6

 
2
4
0
.6

 
2
2
7
.2

 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

東
京
都

愛
知
県

栃
木
県

静
岡
県

富
山
県

全
国
計

滋
賀
県

神
奈
川
県

福
井
県

三
重
県

茨
城
県

群
馬
県

広
島
県

大
阪
府

山
口
県

千
葉
県

福
島
県

徳
島
県

埼
玉
県

和
歌
山
県

香
川
県

宮
城
県

京
都
府

石
川
県

兵
庫
県

長
野
県

山
梨
県

新
潟
県

岐
阜
県

福
岡
県

山
形
県

岩
手
県

岡
山
県

愛
媛
県

島
根
県

北
海
道

大
分
県

高
知
県

青
森
県

秋
田
県

奈
良
県

長
崎
県

熊
本
県

佐
賀
県

鹿
児
島
県

鳥
取
県

宮
崎
県

沖
縄
県

（万円） 1人当たり県民所得 （2016年度）

資料：内閣府 「平成28年度県民経済計算」

青森県

全国平均

1,267

2,536

2,361 2,340

2,166

2,153
2,262

2,304

2,318

2,354

2,350

2,489

2,518

2,490

72.7 

83.9 

77.0 

76.3 

76.2 

78.0 

80.0 

82.1 

82.2 
80.1 

78.8 81.0 

81.6 

78.1 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

2,800

3,200

3,600

1980 85 90 95 2000 05 10 15

（％）（千円）

１人当たり県民所得の推移

1人当たり県民所得
1人当たり国民所得に対する割合

資料：内閣府 「国民経済計算」「県民経済計算」、企画政策部「平成29年度青森県県民経済計算」

1990年基準 1995年基準 2000年基準 2005年基準

17年度

2011年基準

－ 69 －



（２）平均寿命の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県の平均寿命（2015 年）は、男性が 78.67 年（全国 80.77 年）、女性が 85.93 年（全国 87.01
年）となっており、1965 年（男性 65.32 年、女性 71.77 年）から見ると、男性は 13.35 年、
女性は 14.16 年延びています。 
全国との比較（2015 年）では、男性が 2.10 年、女性が 1.08 年下回っており、男性は 1975
年から、女性は 2000 年から全国順位が最下位となっていますが、2015 年の男性の平均寿命
の延び幅は全国平均を上回るなど明るい兆しも見えています。 

【平均寿命の延び】 （単位：年）

 都道府県
1970年
－1965年

1975年
－1970年

1980年
－1975年

1985年
－1980年

1990年
－1985年

1995年
－1990年

2000年
－1995年

2005年
－2000年

2010年
－2005年

2015年
－2010年

青森県（男性） 2.50 1.87 1.72 1.64 1.13 0.53 0.96 0.60 1.01 1.39

全　国（男性） 2.10 1.95 1.78 1.38 1.09 0.66 1.01 1.08 0.80 1.18

青森県（女性） 2.91 1.82 1.89 1.51 1.59 1.02 1.18 1.11 0.54 0.59

全　国（女性） 2.31 1.78 1.99 1.75 1.32 1.15 1.40 1.13 0.60 0.66

資料：厚生労働省「平成27年都道府県別生命表」

【平均寿命の全国順位の推移】

1965 70 75 80 85 90 95 2000 05 10 15年

青森県（男性） 46 45 47 47 47 47 47 47 47 47 47

青森県（女性） 44 32 35 44 46 45 46 47 47 47 47

資料：厚生労働省「平成27年都道府県別生命表」
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 「青森県基本計画『選ばれる青森』への挑戦」に掲げる４分野の政策等の点検に当たっては、各分野

に関連する個別計画の取組状況等も参考としています。 

産業・雇用分野 

・青函圏交流・連携ビジョン 

・「青森の縄文遺跡群」活用推進ビジョン 

・あおもり農商工連携推進プラン 

・あおもり企業立地戦略 

・青森ライフイノベーション戦略セカンドステージ 

・第１０次青森県職業能力開発計画 

・「攻めの農林水産業」推進基本方針 

・あおもり農山漁村地域経営推進プログラム 

・青森県バイオマス活用推進計画 

・青森県総合販売戦略第４ステージ 

・「あおもりの旨い米」活性化推進計画 

・青森県花き振興方策 

・あおもりながいも産地力強化戦略 

・青森県果樹農業振興計画 

・青森県における獣医療を提供する体制の整備を図る 

ための基本計画 

 

・青森県酪農・肉用牛生産近代化計画 

・青森県獣医師職員確保プラン 

・青森県養豚・養鶏振興プラン 

・青森県林業労働力の確保の促進に関する基本計画 

・あおもり水土里づくり推進プラン（青森県農業農村 

整備中期推進方針） 

・青森県水産動物の種苗の生産及び放流並びに水産動 

物の育成に関する基本計画 

・青森県サケ漁業振興プラン 

・青森県ロジスティクス戦略２ndステージ 

・青森の港湾ビジョン「青い海と港から明日へ、世界へ」 

・青森県観光戦略 

・青森県輸出・海外ビジネス戦略 

・青森県エネルギー産業振興戦略 

・新むつ小川原開発基本計画－世界に貢献する新たな 

「科学技術創造圏」の形成を目指して－ 

 

 

安全・安心、健康分野 

・青森県地域公共交通網形成計画 

・あおもりユニバーサルデザイン推進基本指針 

・青森県犯罪のない安全・安心まちづくり推進計画 

（第５次） 

・第１０次青森県交通安全計画 

・第３次青森県消費生活基本計画 

・青森県地域福祉支援計画（第２次） 

・青森県における保健・医療・福祉包括ケアシステム 

の推進方策（指針） 

・第三期青森県がん対策推進計画 

・青森県健康増進計画「健康あおもり２１（第２次）」 

・青森県肝炎総合対策 

・青森県保健医療計画 

・青森県医療費適正化計画（第三期） 

・青森県国民健康保険運営方針 

・青森県次世代育成支援行動計画「のびのびあおもり 

子育てプラン」（後期計画） 

・第４次青森県ＤＶ防止・被害者支援計画 

・青森県子どもの貧困対策推進計画 

・第３次青森県障害者計画 

・青森県障害福祉サービス実施計画（第５期計画） 

・いのち支える青森県自殺対策計画 

・青森県アルコール健康障害対策推進計画 

・青森県食の安全・安心対策総合指針 

・青森県ため池安全・安心力アップ中期プラン 

・防災公共推進計画 

＜参考＞ 個別計画一覧
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・青森県地域医療構想 

・「良医」を育むグランドデザイン 

・青森県動物愛護管理推進計画 

・青森県感染症予防計画 

・青森県福祉・介護人材確保定着グランドデザイン 

・あおもり高齢者すこやか自立プラン 2018 

・防災物流インフラ強化計画 

・青森県橋梁長寿命化修繕計画 

・青森県住生活基本計画 

・第２次青森県消防広域化推進計画 

・青森県復興ビジョン 

・青森県国土強靱化地域計画 

 

 

環境分野 

・第６次青森県環境計画 

・第３次青森県循環型社会形成推進計画 

・青森県地球温暖化対策推進計画 

・青森県海岸漂着物対策推進地域計画 

・青森県災害廃棄物処理計画 

・青森県生物多様性戦略 

・白神山地保全・利用基本構想 

・第２期「日本一健康な土づくり」推進プラン 

・青い森再造林推進プラン 

・青森県森林・林業基本計画 

・あおもり環境公共推進基本方針 

・青森県国土利用計画 

・青森県土地利用基本計画 

・ふるさとの森と川と海の保全及び創造に関する基本 

方針 

 

 

教育・人づくり分野 

・あおもりを愛する人づくり戦略 

・青森県文化振興ビジョン 

・青森県ファッション振興ビジョン 

・第２次青森県子ども・若者育成支援推進計画 

・第３次青森県食育推進計画 

・青森県若手農業トップランナー育成方針 

・青森県教育振興基本計画 

・青森県特別支援教育推進ビジョン 

・青森県子ども読書活動推進計画（第四次） 

・青森県スポーツ推進計画 

・青森県スポーツ振興基盤整備計画 

・青森県学校保健推進計画（第３次） 

・青森県文化財保存活用大綱 

・青森県立高等学校教育改革推進計画 

 

 

計画の推進 

・青森県行財政改革大綱 

・あおもりＩＣＴ利活用推進プラン 

・第４次あおもり男女共同参画プラン 21 
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第３章 地方創生 

 

 

 
 
2015 年８月に策定した「まち・ひと・しごと創生青森県総合戦略」（以下、｢第１期総合戦

略｣という。）は、「青森県基本計画未来を変える挑戦」（2014～2018 年度）及び「青森県基本

計画『選ばれる青森』への挑戦」（2019～2023 年度）のうち、人口減少対策に係る施策につい

て、数値目標や方向性等を記載した実施計画（アクションプラン）として位置付け、社会減対

策、自然減対策の両面から設定した４つの各政策分野に基本目標（2020 年の目標値）と重要

業績評価指標（ＫＰＩ）を設定しました。 

これまでの取組により、33 の基本目標及びＫＰＩのうち 19 について、2020 年における目標

値を達成しました。 

 

 

 

 

 

 
                                       

 

 ■政策分野１■ 強みをとことん、魅力あふれるしごとづくり           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ まち・ひと・しごと創生青森県総合戦略の進捗状況 

第１期総合戦略（2015 年度～2019 年度） 

政策分野 達成済み 未達成

１強みをとことん、魅力あふれるしごとづくり ９ ３
２人財きらめく、住んでよしの青森県 ６ ４
３地域でかなえる、子ども・未来の希望 ２ １
４課題をチャンスに、めざせ健康長寿県 ２ ６

合計 １９ １４

〈基本目標及び重要業績評価指標（KPI）一覧〉

目標値（2020年）

数値
対象年度
（年）

数値 数値
確定・速報

の別
対象年度
（年）

目標達成

1
基本
目標

製造品出荷額等 １兆5,203億円 2013年 現状より増加 １兆7,749億円 速報値 2018年 〇 商工労働部
産業・雇用

4-(2)

2
基本
目標

農家１戸当たりの農業産出額 756万円 2013年 現状より増加 1,053万円 確定値 2018年 〇 農林水産部
産業・雇用

1-(3)

3
基本
目標

県産農林水産品輸出額 175億円 2013年 220億円 339億円 確定値 2018年 〇
観光国際戦略
局

産業・雇用
1-(2)

4
基本
目標

延べ宿泊者数 476万人泊 2013年 550万人泊以上 450万人泊 速報値 2019年
観光国際戦略
局

産業・雇用
2-(1)

5 ＫＰＩ りんごの輸出量 2万トン 2013年産 4万トン 24,977トン 確定値
2019年産
（2018．9～
2019.1）

観光国際戦略
局

産業・雇用
1-(2)

6 ＫＰＩ
６次産業化アドバイザー等の派遣を通じ
た個別相談件数

304件 2014年度 400件 202件 確定値 2019年度 農林水産部
産業・雇用

1-(1)

7 ＫＰＩ ライフ産業新規事業分野参入企業数 3社 2014年度 25社 30社 確定値 2019年度 〇 商工労働部
産業・雇用

3-(1)

8 ＫＰＩ
青森県再生可能エネルギー産業ネット
ワーク会議会員数

171者 2014年度 200者 259者 確定値 2019年度 〇
エネルギー総合
対策局

産業・雇用
3-(3)

9 ＫＰＩ 外国人延べ宿泊者数 57,130人泊 2013年 20万人泊以上 315,520人泊 速報値 2019年 〇
観光国際戦略
局

産業・雇用
2-(5)

10 ＫＰＩ 観光消費額 1,478億円 2013年 1,800億円 1,902億円 確定値 2018年 〇
観光国際戦略
局

産業・雇用
2-(1)

11 ＫＰＩ

（公財）21あおもり産業総合支援センター
のコーディネーター等による県内中小企
業の積極的な事業展開に対する指導・
助言件数

1,218件 2014年度 1,500件 2,085件 確定値 2018年度 〇 商工労働部
産業・雇用

4-(2)

12 ＫＰＩ
青森県内の創業支援拠点を利用した創
業者数

43人 2013年度 5年間で250人 570人 確定値 2018年度 〇 商工労働部
産業・雇用

4-(1)

№ 区分 指　標

現状値（2015戦略策定時） 直近値（今回検証値）

所管部局等
基本計画
における
政策分野

－ 73 －



 ■政策分野２■ 人財きらめく、住んでよしの青森県               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                       

 

■政策分野３■ 地域でかなえる、子ども・未来の希望               

 

 

 

 

 

 
                                       

 

■政策分野４■ 課題をチャンスに、めざせ健康長寿県               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈基本目標及び重要業績評価指標（KPI）一覧〉

目標値（2020年）

数値
対象年度

（年）
数値 数値

確定・速報
の別

対象年度
（年）

目標達成

13
基本
目標

県外からの転入者に占める移住者等の
割合

28.6% 2014年 現状より増加 45.8% 確定値 2018年 〇 企画政策部
教育・人づくり

2-(2）

14
基本
目標

県内大学等卒業者（大学、短大、高専、
専修学校）の県内就職内定率

35.2% 2014年3月卒 現状より増加 31.2% 確定値 2020年3月卒 企画政策部
産業・雇用

5-(2)

15
基本
目標

県内高校卒業就職者の県内就職率 58.9% 2014年3月卒 現状より増加 54.4% 確定値 2019年3月卒 教育庁
産業・雇用

5-(2)

16 ＫＰＩ 移住に関する相談・情報提供の件数 4,100件 2014年度 現状より増加 12,620件 確定値 2019年度 〇 企画政策部
教育・人づくり

2-(2)

17 ＫＰＩ
中学校職場体験及び高等学校インター
ンシップ実施率

中学校
95.1％

高等学校
78.1％

2013年度
中学校98.0％

高等学校80.0％
中学校96.2％

高等学校77.3％
確定値 2018年度 教育庁

教育・人づくり
1-(5)

18 ＫＰＩ 農山漁村における地域経営体数 217経営体 2014年度 300経営体 336経営体 確定値 2018年度 〇 農林水産部
産業・雇用

1-(4)

19 ＫＰＩ
介護保険制度の要支援１・２の方の維
持・改善率

87.7% 2013年度 90%以上 89.3％ 確定値 2017年度 健康福祉部
安全・安心

4-(2)

20 ＫＰＩ 地域移行（障害者支援施設の入所者数） 2,567人 2013年度  2,470人以下 2,470人 確定値 2018年度 〇 健康福祉部
安全・安心

4-(3)

21 ＫＰＩ
自主防災組織活動カバー率
（旧組織率）

43.3% 2014年 50%以上 54.4％ 確定値 2019年 〇 危機管理局
安全・安心

7-(2)

22 ＫＰＩ
県内における地域公共交通会議の設置
数（県及び市町村）

28 2014年度 30 30 確定値 2019年度 〇 企画政策部
安全・安心

8-(1)

所管部局等
基本計画
における
政策分野

№ 区分

直近値（今回検証値）

指　標

現状値（2015戦略策定時）

〈基本目標及び重要業績評価指標（KPI）一覧〉

目標値（2020年）

数値
対象年度

（年）
数値 数値

確定・速報
の別

対象年度
（年）

目標達成

23
基本
目標

合計特殊出生率 1.40 2013年 現状より増加 1.43 確定値 2018年 〇 健康福祉部
安全・安心

5-(1)

24 ＫＰＩ
この地域で子育てをしたいと思う親の割
合

92.3% 2013年度 94.2%以上 92.9％ 確定値 30年度 健康福祉部
安全・安心

5-(1)

25 ＫＰＩ 学習に関心・意欲を持つ子供の割合
小学生68.0％
中学生59.6％

2014年度 現状より増加
小学生70.9％
中学生66.7％

確定値 2019年度 〇 教育庁
教育・人づくり

1-(2)

所管部局等
基本計画
における
政策分野

№ 区分 指　標

現状値（2015戦略策定時） 直近値（今回検証値）

〈基本目標及び重要業績評価指標（KPI）一覧〉

目標値（2020年）

数値
対象年度

（年）
数値 数値

確定・速報
の別

対象年度
（年）

目標達成

26
基本
目標

平均寿命
男2.31年
女1.01年

2010年
全国平均との差を

縮小
男2.10年
女1.08年

確定値 2015年 健康福祉部
安全・安心

1-(1)

27 ＫＰＩ
肥満傾向にある子ども（小学校5年生の
中等度･高度肥満傾向児）の割合

男子7.9％
女子6.1％

2013年度 現状より減少
男8.2％
女5.7％

確定値 2018年度 健康福祉部
安全・安心

1-(1)

28 ＫＰＩ
メタボリックシンドロームの該当者及びそ
の予備群の割合

26.2% 2012年度 19.2%以下 27.8％ 確定値 2017年度 健康福祉部
安全・安心

1-(1)

29 ＫＰＩ ゲートキーパーの育成数 2,385人 2013年度 5,985人 4,830人 確定値 2018年度 健康福祉部
安全・安心

1-(2)

30 ＫＰＩ
がん診療連携拠点病院充足率（がん診
療連携拠点病院の整備された二次医療
圏の割合）

83.3％ 2014年度 100％ 83.3％ 確定値 2019年度 健康福祉部
安全・安心

2-(2)

31 ＫＰＩ 医師臨床研修マッチング率 61.4％ 2014年度 68.3％ 63.3％ 確定値 2019年度 健康福祉部
安全・安心

3-(1)

32 ＫＰＩ 周産期死亡率 4.3人
2008～2012年

平均
全国平均

（4.2人）以下
3.5人 確定値 30年

(26～30年平均)
〇 健康福祉部

安全・安心
3-(2)

33 ＫＰＩ
総合型地域スポーツクラブ数及び設立
準備組織数

34クラブ 2014年度 現状より増加 42クラブ 確定値 2019年度 〇 教育庁
教育・人づくり

3-(3)

№ 区分 指　標

現状値（2015戦略策定時） 直近値（今回検証値）

所管部局等
基本計画
における
政策分野

－ 74 －



 
 

第１期総合戦略に基づく取組を進めてきた結果、本県の強みである農林水産業や観光分野、

創業・起業の増加、県外からの移住及び移住相談件数など、取組の成果が徐々に形となって現

れてきています。 

一方で、県内大学等卒業者の県内就職内定率や県内高校卒業就職者の県内就職率が伸び悩む

など、本県人口の県外流出に依然として歯止めをかけるには至っておらず、厳しい状況が続い

ています。 

2020 年３月に策定した「第２期まち・ひと・しごと創生青森県総合戦略」（以下、「第２期

総合戦略」という）では、一人でも多くの若者の県内定着・還流、出生数の増加、死亡者数の

減少に向けて、社会減対策及び自然減対策を推進するとともに、人口構造変化に対応し、人口

減少を克服していくため、３つの政策分野に合計 38 の数値目標を設定し、取組の進捗を把握

していくこととしています。 

 

                                       

 ■政策分野１■ ～「経済を回す」～魅力あるしごとづくり            

世界を視野に入れながら、高品質な県産品づくり、県産品の販路開拓、県外・海外

からの誘客の促進、新産業の創出・育成など、これまで取り組んできた「経済を回す」

仕組みづくりを一層推進します。  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２期総合戦略（2020 年度～2024 年度） 

〈基本目標及び重要業績評価指標（KPI）一覧〉

目標値（2024年
度）

数値
対象年度
（年）

数値 数値
確定・速報

の別
対象年度
（年）

目標達成

1
基本
目標

製造品出荷額等 １兆9,121億円 2017年 現状より増加 １兆7,749億円 速報値 2018年 商工労働部
産業・雇用

4-(2)

2
基本
目標

農家１戸当たりの農業産出額 1,053万円 2018年 現状より増加 1,053万円 確定値 2018年 農林水産部
産業・雇用

1-(3)

3
基本
目標

県産農林水産品の輸出額（紙製品除く） 224億円 2018年 290億円 224億円 確定値 2018年
観光国際戦略
局

産業・雇用
1-(2)

4
基本
目標

観光消費額 1,902億円 2018年 2,000億円 1,902億円 確定値 2018年
観光国際戦略
局

産業・雇用
2-(1)

5 ＫＰＩ りんごの輸出量 33,194トン 2018年産 4万トン 24,977トン 確定値
2019年産
（2018．9～
2019.1）

観光国際戦略
局

産業・雇用
1-(2)

6 ＫＰＩ ６次産業化による商品化数（累計） 653件 2018年度 1,100件 919件 確定値 2019年度 農林水産部
産業・雇用

1-(1)

7 ＫＰＩ 新規就農者数 256人／年 2018年度 300人／年 256人／年 確定値 2018年度 農林水産部
産業・雇用

1-(5)

8 ＫＰＩ 延べ宿泊者数 506万人泊 2018年 550万人泊 450万人泊 速報値 2019年
観光国際戦略
局

産業・雇用
2-(1)

9 ＫＰＩ 外国人延べ宿泊者数 349,050人泊 2018年 50万人泊 337,870人泊 速報値 2019年
観光国際戦略
局

産業・雇用
2-(5)

10 ＫＰＩ
ライフ産業への参入意欲を持つ県内企
業数

240社 2018年度 250社 263社 確定値 2019年度 〇 商工労働部
産業・雇用

3-(1)

11 ＫＰＩ

（公財）21あおもり産業総合支援センター
のコーディネーター等による県内中小企
業の積極的な事業展開に対する指導・
助言件数

2,233件 2018年度 5年間で7,500件 2,085件 確定値 2019年度 商工労働部
産業・雇用

4-(2)

12 ＫＰＩ
青森県内の創業支援拠点を利用した創
業者数

126人 2018年度 5年間で500人 142人 確定値 2019年度 商工労働部
産業・雇用

4-(1)

13 ＫＰＩ
就業者１人当たり県内総生産（労働生産
性）　全国との差

137.3万円 2016年度
全国との差
を縮小

137.3万円 確定値 2016年度 企画政策部
産業・雇用

5-(3)

14 ＫＰＩ 新規求人充足率 20.5% 2018年度 現状より上昇 20.5% 確定値 2018年度 企画政策部
産業・雇用

5-(1)

15 ＫＰＩ 青森空港利用者数 121万人 2018年度 130万人 120万人 確定値 2019年度 県土整備部
産業・雇用

5-(5)

№ 区分 指　標

現状値（2020戦略策定時） 直近値（今回検証値）

所管部局等
基本計画
における
政策分野

－ 75 －



◆基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

◆重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年の製造品出荷額等は、鉄鋼・非

鉄金属の出荷額等の落ち込みなどによ

り、増加から 2018 年は減少に転じてい

ます。  

農家数が減少する中、野菜・果実・畜

産の産出額が増えており、農家１戸当

たりの農業産出額は増加しています。 

2018 年は、主たる農産品であるりんご

の輸出額増加などにより、前年比で

21.7％増の 224 億円となりました。  
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製造品出荷額等の推移

食料・飲料

その他生活関連

鉄鋼・非鉄金属

その他基礎素材

加工組立

(億円)

年

※2007年に調査方法を変更しているため、

2006年以前の調査値とは連続しない。

基本目標

※2018年は速報値。
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（万円）
基本目標

観光消費額は堅調に推移しており、2018

年は宿泊費が大きく増加しています。  

累計の商品化数は年 100 件前後のペー

スで増えてきています。  

 

台湾・香港向けに加えて、タイ・ベト

ナム等への輸出が増加し、近年のりん

ご輸出量は３万トンを超えています。  
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資料：ジェトロ青森「青森県の貿易」

農産品

水産品

林産品

（億円）

102

175 184

248

基本目標 個別計画

224

（※）区分毎に億円未満を四捨五入しているため、合計と一致しないことがある。

（※）2012～2015は林産品に紙製品を含む。2016～は林製品に紙製品を含ま

ない。

紙製品

183

241

－ 76 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年の新規就農者数は 256 人で前年

度より 21 人減ったものの、非農家出身

の新規参入が増加し、依然として高い

水準を維持しています。 

県内の創業者数は、伴走型の個別支援

の実施などにより増加しています。 
指導・助言件数は、年間 2,000 件前後

で推移しています。 

延べ宿泊者数は、450～500 万人泊前後

で推移しています。 

青森空港発着国際定期便の運航休止等

により 2019 年は前年から約１万２千

人減少しています。 
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外国人延べ宿泊者数の推移（人）

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」
※2018年までは確定値、2019年は速報値

個別計画KPI

※従業者数10人未満の施設も含む

プロダクト分野を中心に、参入意欲を

持つ企業数が増えてきています。 
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延べ宿泊者数の推移（万人泊）

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」

KPI 個別計画

※2018年までは確定値、2019年は速報値

年　度 2015 16 17 18 19

医工連携 80 85 92 97 102

サービス 10 13 17 21 25

プロダクト 60 78 96 122 136

計 150 176 205 240 263

資料：商工労働部

分
野

ライフ産業への参入意欲を持つ県内企業数

ＫＰＩ 個別計画

(社)
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1,860 1,872
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(公財)２１あおもり産業総合支援センターのコーディネーター等による

県内中小企業の積極的な事業展開に対する指導・助言件数
（件）

資料：商工労働部

ＫＰＩ

年度
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資料：農林水産部

新規就農者数の推移

新規参入

農業Ｕターン等

新規学卒

年度

※農業Ｕターン等とは、農家出身で就農前に農業以外の産業に従事していた者又は農業研修後に就業した者

※新規参入は、非農家出身の就農者

ＫＰＩ
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ＫＰＩ

（人）

年度

－ 77 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 ■政策分野２■ 出産・子育て支援と健康づくり                 

安心して結婚・妊娠・出産・子育てができる環境づくりと平均寿命・健康寿命の延

伸に向けて、保健・医療体制や各種相談・支援体制の充実、県民の健康確保など、少

子化対策と県民の健康づくりを一体的に捉え、対策を進めます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新規求人充足率は、人手不足を背景に、

2009 年以降、低下してきています。 
本県と全国の労働生産性の差は、近

年減少傾向にあります。 

2019 年度の青森空港利用者数は、東京線

やソウル線の利用者数が減少し、前年を

１万２千人程度下回りました。 
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資料：県土整備部

（人）
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ＫＰＩ

資料：青森労働局「労働市場年報」

〈基本目標及び重要業績評価指標（KPI）一覧〉

目標値（2024年）

数値
対象年度

（年）
数値 数値

確定・速報
の別

対象年度
（年）

目標達成

16
基本
目標

合計特殊出生率 1.43 2018年 現状より増加 1.38 速報値 2019年 健康福祉部
安全・安心

5-(1)

17
基本
目標

平均寿命
男2.10年
女1.08年

2015年
全国平均との差を

縮小
男2.10年
女1.08年

確定値 2015年 健康福祉部
安全・安心

1-(1)

18
基本
目標

健康寿命
男71.64年
女75.14年

2016年 現状より増加
男71.64年
女75.14年

確定値 2016年 健康福祉部
安全・安心

1-(1)

19 ＫＰＩ 婚姻率 3.8% 2018年 現状より増加 3.8% 確定値 2018年 健康福祉部
安全・安心

5-(1)

20 ＫＰＩ 男性の育児休業取得率 2.1% 2018年度 6.2% 4.4% 確定値 2019年度 商工労働部
安全・安心

5-(1)

21 ＫＰＩ 10歳（小学校５年生）肥満傾向児の割合 13.4% 2018年度 10.0% 13.6％ 確定値 2019年度 健康福祉部
安全・安心

1-(1)

22 ＫＰＩ
メタボリックシンドロームの該当者及びそ
の予備群の割合

27.5% 2016年度 20.0%以下 27.8％ 確定値 2017年度 健康福祉部
安全・安心

1-(1)

23 ＫＰＩ 特定健康診査の実施率 45.7% 2016年度 62.3% 47.3％ 確定値 2017年度 健康福祉部
安全・安心

1-(1)

24 ＫＰＩ 自殺者数 259人 2018年 193人以下 209人 速報値 2019年 健康福祉部
安全・安心

1-(2)

25 ＫＰＩ
がんの75歳未満年齢調整死亡率（人口
10万人対）

91.1 2018年 81.3 91.1 確定値 2018年 健康福祉部
安全・安心

2-(1)

26 ＫＰＩ 医師臨床研修マッチング数 84名 2018年度 110名 93名 確定値 2019年度 健康福祉部
安全・安心

3-(1)

27 ＫＰＩ 周産期死亡率（出産千対） 3.5人
2014～2018年

平均
全国平均

（3.6人）以下
3.8人 速報値

2019年
(2015～2019年

平均)

健康福祉部
安全・安心

3-(2)

28 ＫＰＩ
総合型地域スポーツクラブ数及び設立
準備組織数

42クラブ 2019年度 現状より増加 42クラブ 確定値 2019年度 教育庁
教育・人づくり

3-(3)

№ 区分 指　標

現状値（2020戦略策定時） 直近値（今回検証値）

所管部局等
基本計画
における
政策分野

162 
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147 136 
160 151 
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労働生産性（47都道府県合計）

労働生産性（青森県）

(万円) （差,万円)

資料：県企画政策部「県民経済計算」、内閣府「県民経済計算」

KPI

－ 78 －



                                      

◆基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

◆重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年以降、全国以上の水準で推移し

ています。 

2015 年度の平均寿命は、男女とも全国

最下位ですが、着実に伸びています。 

男性の健康寿命は全国水準に近づいて

きているとともに、女性は全国を上回

っています。 

婚姻率は、2014 年以降、低下傾向にあ

ります。 

0.7
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男性の育児休業取得率

資料：商工労働部「中小企業等労働条件実態調査」

（％） ＫＰＩ

男性の育児休業取得率は、年によって

ばらつきは見られるものの、上昇傾向

にあります。 
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資料：厚生労働省「都道府県別生命表」

基本目標

4.6 4.7 4.6 4.6 
4.4 4.3 

4.1 
4.3 4.3 4.2 4.2 

4.0 4.0 
3.8 3.7 

5.7 5.8 5.7 5.8 
5.6 5.5 

5.2 5.3 5.3 
5.1 5.1 5.0 4.9 

4.7 4.8 

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

2005 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19年

婚
姻
率
（
人
口
千
対
）

資料：厚生労働省「人口動態統計」

婚姻率の推移 個別計画

青森県

全国

※2019年は概数
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年

基本目標（合計特殊

出生率）
個別計画

全国
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健康寿命の推移（青森県、全国）
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（年）

資料：厚生労働科学研究費補助金 平成29年度分担研究報告書

「健康寿命の全国推移の算定・評価に関する研究－全国と都道府県の推移－」

基本目標

－ 79 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年以降は微増傾向にあります。 メタボリックシンドローム該当者及び

その予備群の割合は、ほぼ横ばいで推

移しています。 

 

13.7
12.9 13.0 13.1 13.0

13.4 13.6

9.5 9.1 8.6 9.0 8.9 9.0 9.6

0.0

5.0

10.0

15.0

2013 14 15 16 17 18 19年度

肥満傾向児の割合
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資料：県教育庁「児童・生徒の健康・体力」

ＫＰＩ
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資料：厚生労働省「特定健康診査・特定保健指導

の実施状況に関するデータ」

KPI

該当者・予備群計

該当者
予備群

個別計画
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ＫＰＩ

資料：厚生労働省「特定健康診査・特定保健指導の実施状況に関するデータ」

（％）

特定健康診査実施率は着実に上昇して

きています。 

自殺者数は減少が続いています。 

自殺死亡率は全国ワースト２位から 17

位（2019 年概数）に改善しました。 

がん死亡率は低下傾向にありますが、

2018 年は前年を上回りました。 

医師臨床研修マッチング数は、青森県

保健医療計画での目標 110 名に対し、

2019 年度は 93 名となっています。  
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ＫＰＩ

資料：国立がん研究センター がん情報サービス

「がん登録・統計」
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個別計画ＫＰＩ

※2019年は概数
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KPI 個別計画

年度

－ 80 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 ■政策分野３■ 若者の県内定着・還流と持続可能な地域づくり          

 若者を始めとする多様な人財の県内定着・還流に向けて、本県の魅力の発信と生徒・

学生・保護者・教員・県内企業の相互理解促進、移住希望者等の受入態勢の強化など

を進めるほか、超高齢化時代の到来を見据え、高齢者の生活機能の確保に取り組みま

す。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

周産期死亡率は従前に比べ大きく改善

されていますが、直近では再び全国平均

を上回る状況になっています。 

クラブ数（設立準備組織数含む）は着実

に増加しています。 
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資料：教育庁
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（人／出産千人胎）

個別計画

※15年-19年平均は概数

〈基本目標及び重要業績評価指標（KPI）一覧〉

目標値（2024年）

数値
対象年度

（年）
数値 数値

確定・速報
の別

対象年度
（年）

目標達成

29
基本
目標

県外からの転入者に占める移住者等の
割合

44.4% 2018年 現状より増加 45.8% 確定値 2019年 〇 企画政策部
教育・人づくり

2-(2）

30
基本
目標

県内大学等卒業者（大学、短大、高専、
専修学校）の県内就職内定率

31.4% 2019年3月卒 現状より増加 31.2% 確定値 2020年3月卒 企画政策部
産業・雇用

5-(2)

31
基本
目標

県内高校卒業就職者の県内就職率 54.4% 2019年3月卒 現状より増加 54.4% 確定値 2019年3月卒 教育庁
産業・雇用

5-(2)

32 ＫＰＩ
中学校職場体験及び高等学校インター
ンシップ実施率

中学校
98.1％

高等学校
77.6％

2017年度
中学校98.0％

高等学校80.0％
中学校96.2％

高等学校77.3％
確定値 2018年度 教育庁

教育・人づくり
1-(5)

33 ＫＰＩ 移住に関する相談・情報提供の件数 10,158件 2018年度 現状より増加 12,620件 確定値 2019年度 〇 企画政策部
教育・人づくり

2-(2)

34 ＫＰＩ 学習に関心・意欲を持つ子供の割合
小学生70.9％
中学生66.7％

2019年度 現状より増加
小学生70.9％
中学生66.7％

確定値 2019年度 教育庁
教育・人づくり

1-(2)

35 ＫＰＩ 「あおもり働き方改革推進企業」認証数 91社 2018年度 300社 121社 確定値 2019年度 健康福祉部
教育・人づくり

2-(3)

36 ＫＰＩ 「つどいの場」設置数 718か所 2018年度 1,250か所 927か所 確定値 2019年度 健康福祉部
安全・安心

4-(2)

37 ＫＰＩ 地域移行（障害者支援施設の入所者数） 2,563人 2017年度  2,470人以下 2,470人 確定値 2018年度 〇 健康福祉部
安全・安心

4-(3)

38 ＫＰＩ
自主防災組織活動カバー率
（旧組織率）

53.0% 2018年 60% 54.4％ 確定値 2019年 危機管理局
安全・安心

7-(2)

№ 区分 指　標

現状値（2020戦略策定時） 直近値（今回検証値）

所管部局等
基本計画
における
政策分野
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◆基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆重要業績評価指標（ＫＰＩ）                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内高校卒業就職者の県内就職率は、工

業高校卒業者の県内就職率が低位にとど

まっていることなどから、50％台半ばで

推移しています。 

 

県外からの転入者に占める移住者等の

割合は年々着実に増加しています。 
 

県内大学等卒業者の県内就職内定率は

30％台で推移し、低下傾向にあります。 

9.0 8.7 9.3 9.2 9.8 11.5 13.1

11.3 11.5 12.5 13.5 12.0 
12.6 11.0

6.3 

11.1 11.3

4.0 3.8 
4.0 4.2 

3.9 

4.4 5.5

2.9 4.6 
5.4 5.4 

4.7 

4.8 4.9

計27.3 計28.6
計31.2 計32.2

計36.7

計44.4
計45.8

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

2013 14 15 16 17 18 19年

移住者等の割合の推移
就職 転職 退職 住宅事情（新築・転宅など） 就学

（％）
基本目標

資料：企画政策部※四捨五入により、その内訳と合計が一致しない場合がある。
※2017年度から「人口移動統計調査」の調査方法が変更になっています。

97.0 94.5 95.1 
100.0 

98.1 

95.6 
98.1 96.2 

70.1 70.1 

78.1 76.7 77.1 
73.9 

77.6 77.3 

50

60

70

80

90

100

2011 12 13 14 15 16 17 18年度

（％）

中学校職場体験及び高等学校

インターンシップ実施率

中学校
高校

資料：文部科学省「職場体験・インターンシップ実施状況調査」

ＫＰＩ

職場体験・インターンシップ実施率

はともに前年度をわずかに下回って

います。 

 

2019 年度は、移住に関する相談が増

えたことなどにより、前年度から

2,000 件以上増加しました。 

 

1,925 1,887 
1,753 1,744 1,769 

1,641 1,579 

2,107 2,149 2,075 2,254 2,266 2,283 2,333 

35.2 35.7 34.1 33.2 33.9 31.4 31.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

0

1,000

2,000

3,000

2014 15 16 17 18 19 20年

就職内定者数

県内

就職内定者数

県外

県内就職内定率

県内大学等卒業者の県内就職内定率

資料：青森労働局「大学等卒業予定者職業紹介状況」

（人） （％）

基本目標

※各年３月卒

2,425 2,364 2,289 2,226 2,089 1,947 

1,693 1,728 1,745 1,643 1,598 1,630

58.9 57.8 56.7 57.5 56.7 54.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2014 15 16 17 18 19年

高校卒業後の県内就職者数の推移

資料：県教育庁「高等学校等卒業者の進路状況」

（人） （％）

就職者総数に占める県内就職者の割合（右目盛）

県外

就職

者数

県内

就職

者数

基本目標

※各年3月卒

4,100 

11,197 
12,180 

11,179 
10,158 

12,620 

0

5,000

10,000

15,000

2014 15 16 17 18 19年度

移住に関する相談・情報提供の件数の推移
（件）

資料：企画政策部
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68.0 
70.5 69.6 

76.0 

81.8 

70.9 

59.6 
62.4 62.1 

70.1 

76.7 

66.7 

50

60

70

80

90

2014 15 16 17 18 19年度

（％） 学習に関心・意欲を持つ子供の割合

小学生
中学生

資料：文部科学省「全国学力・学習状況調査」

ＫＰＩ

（注）「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学

習活動に取り組んでいるか」（18年度のみ「小学校5年生又は中学校2年生までに受けた授業では、課題

の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思うか」において、「当てはまる」又は「どちらか

といえば当てはまる」と回答した割合。

学習に関心・意欲を持つ子どもの割合

は上昇傾向にありましたが、2019 年度

は低下しています。  

2,596 2,567 2,559 2,547 2,530 2,563
2,470

1,500

2,000

2,500

3,000

2012 13 14 15 16 17 18年度

地域移行（障害者支援施設の入所者数）

資料：健康福祉部

（人） 個別計画KPI

建設業を中心に、認証企業数が増加し

てきています。  

入所者数は減少傾向にあります。  

自主防災組織の活動カバー率は全国を

上回るペースで上昇してきています。  

高齢者のつどいの場が増えてきていま

す。  

73.5 74.4 75.8 77.4 77.9 80.0 81.0 81.7 82.7 83.2 84.1

27.0 28.5 30.7 33.4 
39.8 43.3 45.6 46.5 48.7 

53.0 54.4

20

30

40

50

60

70

80

90

100

2009 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19年

自主防災組織の活動カバー率

全国

青森県

資料：危機管理局

（％）

KPI

522

718

927

200

400

600

800

1000

2017 2018 2019年度

高齢者の「つどいの場」設置数（箇所）

市町村調査（月１回以上の活動実績がある「つどいの場」）

ＫＰＩ

資料：健康福祉部

2017年度 2018年度 2019年度

60 91 121

資料：健康福祉部

　　「あおもり働き方改革推進企業」認証数 ＫＰＩ
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地方創生関連交付金等（地方創生推進交付金、地方創生拠点整備交付金、地方創生応援税制

（企業版ふるさと納税制度））は、国の「まち・ひと・しごと創生基本方針」において示され

ている支援策（地方創生版・三本の矢）のひとつで、地方公共団体の自主的・主体的で先導的

な取組を財政面から支援するため、2016 年度に創設されたものです。（※地方創生拠点整備交

付金については、国の補正予算措置。地方創生応援税制は、2024 年度までの時限措置。） 

県では、「第２期まち・ひと・しごと創生青森県総合戦略」に基づく、人口減少克服に向け

た地方創生の取組を推進するにあたり、地方創生関連交付金等の積極的な活用を図ることとし

ており、これまでの活用状況は以下のとおりです。 

 

地方創生推進交付金の活用状況 

単位：千円  

年  度  2016 2017 2018 2019 2020 

事業数  4 9 13 13 17 

交付決定額  110,401 392,879 412,200 478,540 653,285 

※2018 年度までは先駆・横展開タイプのみ、2019 年度からは移住・起業・就業タイプを含む。 

（金額は交付金ベース） 

 

地方創生拠点整備交付金の活用状況 

単位：千円  

年  度  2016 2017 2018 2019 

事業数  1 2 1 1 

交付決定額  99,014 87,120 87,215 174,022 

※国は(国補正 )、県は（２月補正）で予算を計上。（金額は交付金ベース） 

 

 

 

単位：千円  

年  度  2017 2018 2019 

事業数  5 5 3 

事業費  49,584 52,374 24,782 

寄附金額  18,133 10,400 13,500 

 

 

 

地方創生関連交付金等対象事業については、県のマネジメントサイクルの中で、 

ＫＰＩの状況などを自己点検することとしています。各事業の点検結果は以下のとお

りです。 

企業版ふるさと納税の活用状況 

効果検証等 

２ 地方創生関連交付金等に係る事業実施状況 
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力
に

よ
る

高
い

付
加

価
値

を
も

っ
た

新
た

な
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
・
事

業
を

創
出

す
る

た
め

、
潜

在
的

価
値

の
見

え
る

化
や

大
企

業
と

の
連

携
、

海
外

も
含

め
た

適
切

な
販

路
選

択
、

知
的

財
産

の
活

用
実

践
、

テ
レ

ワ
ー

ク
や

デ
ー

タ
の

利
活

用
、

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

導
入

な
ど

を
総

合
的

に
支

援
す

る
ほ

か
、

県
内

企
業

の
企

画
提

案
力

や
情

報
発

信
力

の
向

上
を

支
援

す
る

。
指

標
②

「
青

森
県

庁
モ

ニ
タ

ー
バ

ン
ク

」
に

お
け

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
数

（
件

）

総
合

戦
略

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ達

成
に

有
効

で
あ

っ
た

総
合

戦
略

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ達

成
に

有
効

で
あ

っ
た

　
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
、

市
町

村
や

地
域

住
民

等
関

係
者

と
の

協
働

に
よ

り
地

域
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

の
把

握
を

行
う

と
と

も
に

、
課

題
解

決
に

資
す

る
サ

ー
ビ

ス
等

の
担

い
手

の
把

握
、

育
成

・
組

織
化

を
行

い
、

地
域

が
自

主
的

・
自

立
的

な
取

組
を

継
続

で
き

る
体

制
や

仕
組

み
を

構
築

す
る

。
　

ま
た

、
外

部
人

材
や

N
P

O
法

人
な

ど
、

地
域

の
多

様
な

人
材

の
確

保
や

様
々

な
取

組
の

促
進

、
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

や
高

齢
者

等
の

買
物

支
援

体
制

の
構

築
に

よ
り

、
持

続
可

能
な

地
域

づ
く
り

を
進

め
る

。
指

標
②

本
事

業
に

よ
る

取
組

実
践

件
数

（
件

）

2
0
2
0
年

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
契

機
と

し
た

青
森

の
「
観

光
と

食
」
の

魅
力

発
信

事
業

指
標

①
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
数

（
人

泊
）

（
万

円
）

3

「
青

森
県

型
地

域
共

生
社

会
」
の

実
現

に
向

け
た

地
域

機
能

強
化

推
進

事
業

指
標

①
地

域
運

営
組

織
形

成
数

（
団

体
）

2

「
津

軽
海

峡
交

流
圏

」
形

成
に

向
け

た
圏

域
内

周
遊

・
交

流
人

口
拡

大
促

進
事

業
指

標
①

延
べ

宿
泊

者
数

（
人

泊
）

　
点

在
す

る
観

光
資

源
を

一
体

的
に

コ
ン

テ
ン

ツ
化

し
、

圏
域

内
周

遊
を

促
進

す
る

た
め

、
二

次
交

通
を

充
実

強
化

す
る

と
と

も
に

、
外

国
人

観
光

客
を

念
頭

に
置

い
た

周
遊

型
旅

行
商

品
の

造
成

支
援

、
現

地
で

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

を
行

う
ほ

か
、

国
際

定
期

便
・

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
誘

致
に

取
り

組
む

。
　

ま
た

、
道

南
地

域
と

連
携

し
た

「
津

軽
海

峡
交

流
圏

」
に

よ
る

誘
客

・
経

済
効

果
の

底
上

げ
を

図
る

た
め

、
本

県
と

道
南

地
域

の
企

業
や

団
体

間
の

連
携

・
交

流
を

活
発

化
さ

せ
る

場
づ

く
り

、
北

海
道

庁
と

の
情

報
共

有
体

制
の

強
化

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

交
流

圏
の

認
知

度
向

上
に

向
け

た
情

報
発

信
を

行
う

。

指
標

②
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
数

（
人

泊
）

指
標

③
観

光
消

費
額

（
百

万
円

）

総
合

戦
略

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ達

成
に

有
効

で
あ

っ
た

1

青
森

県
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

人
材

戦
略

拠
点

運
営

事
業

指
標

①
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

人
材

の
採

用
件

数
（
件

）
総

合
戦

略
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ達
成

に
有

効
で

あ
っ

た

　
県

外
（
大

都
市

圏
な

ど
）
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
の

活
用

に
よ

る
新

分
野

進
出

や
新

商
品

開
発

、
製

造
現

場
の

生
産

性
向

上
な

ど
県

内
企

業
の

経
営

革
新

の
実

現
を

促
す

青
森

県
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

人
材

戦
略

拠
点

を
運

営
す

る
。

指
標

②
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

人
材

の
採

用
に

係
る

相
談

件
数

（
件

）

（
１

）
地

方
創

生
推

進
交

付
金

等
関

係
（
各

交
付

対
象

事
業

の
重

要
業

績
評

価
指

標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

の
実

績
値

等
）

①
地

方
創

生
推

進
交

付
金

（
１

３
事

業
）
（
※

評
価

対
象

事
業

を
掲

載
）

N
o

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

交
付

対
象

事
業

の
名

称
、

取
組

概
要

及
び

実
施

期
間

本
事

業
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（
K
P

I）
計

画
策

定
時

(現
状

値
)

取
組

状
況

（
増

加
分

）
（
上

段
：
目

標
値

）
・
下

段
：
実

績
値

評
価

指
標

指
標

①
・
②

３
年

目
は

速
報

値

指
標

①

２
年

目
は

速
報

値

－ 85 －



（
年

度
）

（
単

位
）

１
年

目
２

年
目

３
年

目

N
o

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

交
付

対
象

事
業

の
名

称
、

取
組

概
要

及
び

実
施

期
間

本
事

業
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（
K
P

I）
計

画
策

定
時

(現
状

値
)

取
組

状
況

（
増

加
分

）
（
上

段
：
目

標
値

）
・
下

段
：
実

績
値

評
価

指
標

（
2
0
1
9
～

2
0
2
1
）

(5
)

(5
)

(5
)

6
-

-
-

(2
6
)

(2
6
)

(2
6
)

4
4
2

-
-

-

(1
0
)

(1
0
)

(1
0
)

9
8
8

-
-

-

(3
0
)

(3
0
)

(3
0
)

0
6
4

-
-

（
2
0
1
9
～

2
0
2
1
）

(1
.6

)
(1

.6
)

(1
.6

)

0
.0

-
-

-

(3
)

(3
)

(3
)

0
3

-
-

(8
0
)

(1
0
0
)

(1
0
0
)

9
5

1
4
9

-
-

(5
.7

2
)

(5
.7

2
)

(5
.7

2
)

4
5
.1

-
-

-

（
2
0
1
9
～

2
0
2
1
）

(1
5
0
)

(1
0
0
)

(1
0
0
)

3
5
0

5
9
4

-
-

(5
0
)

(1
0
0
)

(1
0
0
)

1
2
9

1
4
2

-
-

(1
.0

)
(1

.0
)

(1
.0

)

5
6
.7

▲
 2

.3
-

-

（
2
0
1
9
～

2
0
2
1
）

(1
0
)

(1
0
)

(1
0
)

9
8
8

-
-

-

(3
)

(3
)

(3
)

3
8
.8

-
-

-

(2
)

(2
)

(2
)

4
5

-
-

(8
4
3
)

(1
,0

0
0
)

(2
,0

0
0
)

1
3
,1

5
7

▲
 8

2
8

-
-

（
2
0
1
9
～

2
0
2
4
）

(1
9
5
)

(1
9
5
)

(1
9
5
)

0
6

-
-

(5
)

(5
)

(5
)

0
.0

1
-

-

(5
)

(5
)

(5
)

0
1

-
-

(1
5
0
)

(1
5
0
)

(1
5
0
)

3
5
0

5
9
4

-
-

（
2
0
1
9
～

2
0
2
4
）

(2
0
0
)

(5
0
0
)

(5
0
0
)

0
8
0

-
-

(2
5
)

(2
5
)

(2
5
)

6
,7

0
3

1
,2

6
7

-
-

(1
.0

)
(1

.0
)

(1
.0

)

3
6
.7

▲
 1

.4
-

-

(0
.0

)
(1

.0
)

(1
.0

)

6
9
.7

-
-

-

指
標

③
中

高
年

齢
者

の
就

職
率

（
％

）

1
3

人
財

活
躍

推
進

事
業

指
標

①
本

事
業

に
よ

り
新

規
就

業
が

実
現

し
た

者
の

数
（
新

規
就

業
者

数
）

（
人

）
総

合
戦

略
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ達
成

に
有

効
で

あ
っ

た

　
潜

在
的

な
労

働
力

人
口

の
多

い
高

齢
者

や
再

就
職

が
困

難
と

な
っ

て
い

る
中

高
年

齢
者

、
女

性
の

就
業

を
促

進
す

る
た

め
、

企
業

向
け

の
高

齢
者

雇
用

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
企

業
の

雇
用

環
境

を
整

え
る

と
と

も
に

、
専

従
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
就

労
者

の
掘

り
起

こ
し

を
行

い
、

双
方

を
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

ほ
か

、
業

種
ご

と
に

そ
の

特
性

に
応

じ
た

高
齢

者
雇

用
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

紹
介

す
る

高
齢

者
雇

用
活

用
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
中

高
年

の
再

就
職

を
支

援
す

る
た

め
、

就
職

相
談

窓
口

を
設

置
す

る
ほ

か
、

潜
在

的
な

労
働

力
を

掘
り

起
こ

す
た

め
の

再
就

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
及

び
合

同
企

業
説

明
会

を
開

催
す

る
。

　
加

え
て

、
子

育
て

世
代

や
介

護
世

代
等

幅
広

い
層

の
未

就
業

女
性

に
対

し
て

、
出

張
相

談
会

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

）
や

再
就

職
支

援
セ

ミ
ナ

ー
、

合
同

企
業

説
明

会
の

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

個
々

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

就
業

支
援

を
行

う
。

指
標

②
6
5
歳

以
上

の
新

規
求

人
数

（
人

）

指
標

④
女

性
の

有
業

率
（
％

）

1
2

あ
お

も
り

移
住

支
援

事
業

指
標

①
本

移
住

支
援

事
業

に
基

づ
く
移

住
就

業
者

数
（
人

）
総

合
戦

略
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ達
成

に
有

効
で

あ
っ

た

　
Ｕ

タ
ー

ン
者

を
は

じ
め

と
し

た
人

の
流

れ
を

生
み

本
県

経
済

の
活

性
化

を
め

ざ
し

、
東

京
圏

か
ら

移
住

を
希

望
し

本
県

で
就

業
・
起

業
す

る
者

に
対

し
、

移
住

支
援

金
を

支
給

す
る

。
　

ま
た

、
あ

お
も

り
Ｕ

ＩＪ
タ

ー
ン

就
職

支
援

サ
イ

ト
を

改
修

し
、

人
手

不
足

業
種

を
中

心
に

移
住

希
望

者
が

県
内

中
小

企
業

へ
就

業
す

る
た

め
の

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
行

う
ほ

か
、

県
内

中
小

企
業

や
移

住
希

望
者

に
事

業
の

周
知

を
図

る
。

　
加

え
て

、
地

域
活

性
化

関
連

・
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
・
過

疎
地

域
等

活
性

化
関

連
・
買

物
弱

者
支

援
・
地

域
交

通
支

援
・
社

会
教

育
関

連
・
子

育
て

支
援

・
環

境
関

連
・
社

会
福

祉
関

連
分

野
等

の
起

業
予

定
者

に
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
マ

ネ
ジ

ャ
ー

（
IM

）
を

活
用

し
、

ア
イ

デ
ィ

ア
段

階
か

ら
実

際
の

開
業

ま
で

の
そ

れ
ぞ

れ
の

段
階

に
応

じ
た

伴
走

型
に

よ
る

起
業

支
援

を
実

施
す

る
。

指
標

②
本

移
住

支
援

事
業

に
基

づ
く
移

住
起

業
者

数
（
人

）

指
標

③
本

起
業

支
援

事
業

に
基

づ
く
起

業
者

数
（
人

）

指
標

④
マ

ッ
チ

ン
グ

サ
イ

ト
に

新
た

に
掲

載
さ

れ
た

求
人

数
（
件

）

総
合

戦
略

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ達

成
に

有
効

で
あ

っ
た

　
将

来
に

わ
た

り
持

続
可

能
な

水
田

農
業

の
構

築
、

農
林

水
産

業
の

持
続

的
成

長
を

め
ざ

し
、

「
青

天
の

霹
靂

」
の

水
田

１
枚

ご
と

に
生

産
指

導
で

き
る

ＩＣ
Ｔ

シ
ス

テ
ム

を
構

築
や

「
つ

が
る

ロ
マ

ン
」
を

超
え

る
新

品
種

の
導

入
に

向
け

て
、

実
証

試
験

や
食

味
調

査
な

ど
を

行
う

ほ
か

、
デ

ー
タ

に
基

づ
く
土

づ
く
り

の
た

め
の

技
術

の
見

え
る

化
や

環
境

に
や

さ
し

い
農

業
の

担
い

手
を

育
成

・
確

保
す

る
。

　
ま

た
、

「
青

天
の

霹
靂

」
の

ブ
ラ

ン
ド

強
化

に
向

け
て

、
話

題
性

の
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
w

e
bな

ど
の

各
種

メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
情

報
発

信
な

ど
を

行
う

ほ
か

、
酒

米
「
吟

烏
帽

子
」
の

高
品

質
生

産
の

た
め

の
栽

培
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
の

ほ
か

、
酒

造
会

社
や

著
名

人
な

ど
で

組
織

す
る

「
吟

烏
帽

子
」
研

究
会

（
仮

称
）
に

よ
る

情
報

発
信

な
ど

を
行

う
。

　
加

え
て

、
稲

作
農

業
の

複
合

化
を

促
進

す
る

た
め

、
加

工
・
業

務
用

野
菜

の
産

地
形

成
や

水
田

に
お

け
る

高
収

益
作

物
の

生
産

に
向

け
た

低
コ

ス
ト

基
盤

整
備

モ
デ

ル
の

作
成

、
水

田
転

換
畑

な
ど

に
お

け
る

畑
作

物
の

排
水

改
良

を
推

進
す

る
。

指
標

②
「
青

天
の

霹
靂

」
の

認
知

度
（
％

）

指
標

③
「
吟

烏
帽

子
」
を

使
用

す
る

酒
造

会
社

数
（
社

）

指
標

④
土

壌
診

断
件

数

1
1

「
選

ば
れ

る
青

森
」
の

米
、

「
稼

ぐ
」
米

産
業

構
築

事
業

指
標

①
農

家
１

戸
当

た
り

の
農

業
産

出
額

（
万

円
）

（
件

）

1
0

学
ぶ

・
働

く
・
生

き
る

場
所

と
し

て
「
選

ば
れ

る
青

森
」
人

材
定

着
・
還

流
促

進
事

業
指

標
①

あ
お

も
り

U
IJ

タ
ー

ン
就

職
支

援
サ

イ
ト

へ
の

求
人

情
報

登
録

数
（
件

）

総
合

戦
略

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ達

成
に

有
効

で
あ

っ
た

　
健

康
長

寿
県

の
実

現
に

向
け

て
、

無
関

心
層

が
「
無

意
識

に
」
（
意

識
的

に
行

動
し

な
く
て

も
）
健

康
に

な
れ

る
環

境
づ

く
り

を
め

ざ
し

、
だ

し
や

野
菜

を
活

用
し

た
減

塩
運

動
の

普
及

拡
大

や
「
あ

お
も

り
ヘ

ル
シ

ー
ラ

イ
フ

フ
ー

ド
」
な

ど
時

短
・
簡

便
か

つ
健

康
増

進
に

寄
与

す
る

加
工

食
品

の
開

発
・
販

売
促

進
、

健
康

を
意

識
し

た
ス

イ
ー

ツ
の

開
発

や
り

ん
ご

の
食

習
慣

づ
く
り

等
に

取
り

組
む

ほ
か

、
幼

少
期

か
ら

の
望

ま
し

い
運

動
習

慣
、

2
0
～

3
0
代

の
保

護
者

や
高

齢
者

が
継

続
的

に
運

動
す

る
き

っ
か

け
づ

く
り

を
行

い
、

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

健
康

づ
く
り

の
気

運
醸

成
に

取
り

組
む

。
　

ま
た

、
幅

広
い

業
種

に
お

け
る

健
康

経
営

の
普

及
拡

大
、

農
協

・
漁

協
の

女
性

部
と

連
携

し
た

女
性

主
導

で
の

健
康

づ
く
り

の
推

進
、

血
圧

・
脈

拍
の

自
己

測
定

の
重

要
性

の
普

及
啓

発
、

糖
尿

病
の

正
し

い
知

識
の

浸
透

な
ど

、
職

場
で

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

が
自

然
と

身
に

つ
く
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
ほ

か
、

本
県

の
優

位
性

を
生

か
し

た
ラ

イ
フ

関
連

産
業

の
創

出
と

集
積

に
よ

る
地

域
経

済
の

成
長

促
進

を
加

速
化

さ
せ

る
。

指
標

②
「
あ

お
も

り
ヘ

ル
シ

ー
ラ

イ
フ

フ
ー

ド
」

商
品

開
発

数
（
個

）

総
合

戦
略

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ達

成
に

有
効

で
あ

っ
た

　
若

者
の

県
内

定
着

・
還

流
を

促
進

さ
せ

る
た

め
、

県
内

企
業

の
情

報
を

県
内

外
の

求
職

者
等

に
確

実
に

届
け

る
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

、
Ｕ

ＩＪ
タ

ー
ン

就
職

支
援

サ
イ

ト
の

内
容

充
実

（
企

業
登

録
の

促
進

等
）
や

利
便

性
の

向
上

を
図

る
ほ

か
、

移
住

者
な

ど
多

様
な

人
材

の
創

業
・
起

業
や

計
画

的
な

事
業

承
継

、
県

外
企

業
の

新
規

誘
致

、
既

立
地

企
業

の
定

着
・
事

業
拡

大
を

促
進

す
る

。
　

ま
た

、
児

童
・
生

徒
・
学

生
、

保
護

者
、

教
員

等
を

対
象

に
、

本
県

の
暮

ら
し

や
す

さ
・
働

き
や

す
さ

、
強

み
、

伸
び

し
ろ

な
ど

を
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
て

わ
か

り
や

す
く
伝

え
、

県
内

定
着

・
還

流
意

識
の

浸
透

を
図

る
。

指
標

②
創

業
支

援
拠

点
を

利
用

し
た

創
業

者
数

（
人

）

指
標

③
健

康
経

営
に

取
り

組
む

事
業

所
数

（
事

業
所

）

指
標

④
特

定
健

康
診

査
の

実
施

率
（
％

）

指
標

③
県

内
高

等
学

校
卒

業
者

の
県

内
就

職
率

（
％

）

8

多
様

な
分

野
と

の
連

携
に

よ
る

農
山

漁
村

「
地

域
経

営
」
ソ

ー
シ

ャ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

促
進

事
業

指
標

①
地

域
貢

献
型

（
第

４
段

階
）
地

域
経

営
体

数
（
経

営
体

）

9

無
意

識
の

健
康

づ
く
り

を
始

め
と

す
る

健
康

ラ
イ

フ
実

現
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

標
①

特
定

健
康

診
査

受
診

者
の

う
ち

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

・
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

該
当

者
及

び
そ

の
予

備
群

の
割

合
(減

少
率

）
（
％

）

総
合

戦
略

の
Ｋ

Ｐ
Ｉ達

成
に

有
効

で
あ

っ
た

　
「
地

域
経

営
体

」
の

「
地

域
の

生
活

機
能

の
担

い
手

」
に

向
け

た
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

た
め

、
有

識
者

（
大

学
）
等

に
よ

る
地

域
経

営
体

の
活

動
や

体
制

強
化

の
た

め
の

支
援

を
行

う
ほ

か
、

地
域

経
営

体
の

地
域

貢
献

活
動

を
促

す
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

補
助

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

「
地

域
経

営
」
を

支
え

る
人

材
・
組

織
を

確
保

・
育

成
し

、
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

参
入

促
進

に
向

け
る

た
め

、
高

校
・
大

学
生

を
対

象
に

本
県

農
業

を
Ｐ

Ｒ
す

る
と

と
も

に
、

若
手

農
業

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

指
し

た
養

成
塾

・
研

修
会

を
実

施
す

る
ほ

か
、

労
働

力
確

保
の

取
組

と
し

て
、

障
が

い
者

・
女

性
の

就
農

・
活

躍
促

進
、

企
業

や
大

学
、

生
協

等
と

連
携

し
た

労
働

力
補

完
モ

デ
ル

の
実

証
・
構

築
を

進
め

る
。

　
加

え
て

、
「
地

域
経

営
体

」
の

社
会

貢
献

活
動

に
振

り
向

け
る

時
間

的
余

裕
を

確
保

す
る

た
め

、
先

端
農

業
技

術
の

導
入

、
効

率
的

な
栽

培
技

術
体

系
の

確
立

・
普

及
、

実
需

に
対

応
し

た
適

正
な

農
産

物
生

産
へ

の
シ

フ
ト

促
進

な
ど

の
生

産
性

向
上

に
取

り
組

む
。

指
標

②
農

業
法

人
数

（
法

人
）

指
標

③
農

家
１

戸
当

た
り

の
農

業
産

出
額

（
万

円
）

指
標

④
農

業
ジ

ョ
ブ

ト
レ

ー
ナ

ー
養

成
講

座
修

了
者

数
（
人

）

取
組

状
況

は
、

１
年

目
：
20
19

２
年

目
：
20
20

３
年

目
：2
02
1

を
記

載

取
組

状
況

は
、

１
年

目
：
20
19

２
年

目
：
20
20

３
年

目
：2
02
1

を
記

載

－ 86 －



（
年
度
）

（
単
位
）

１
年
目

２
年
目

３
年
目

（
2
0
1
6
～
2
0
1
7
）

(1
0
)

(2
0
)

(2
0
)

0
1
0

2
1

-

(4
0
)

(1
0
0
)

(1
0
0
)

0
5
0

1
3
2

-

（
2
0
1
7
～
2
0
1
8
）

(5
0
)

(5
0
)

(5
0
)

4
3
,2
0
0

-
-

-

(1
,0
0
0
)

(1
,0
0
0
)

(1
,0
0
0
)

7
4
4
,0
0
0

-
-

-

（
2
0
1
7
～
2
0
1
8
）

(5
0
)

(5
0
)

(5
0
)

6
4
9

-
-

-

(5
)

(5
)

(5
)

2
0
0

-
-

-

（
2
0
1
8
～
2
0
1
9
）

(5
0
)

(5
0
)

(5
0
)

3
4

-
-

-

(5
)

(5
)

(5
)

1
8
0

-
-

-

(5
)

(5
)

(5
)

4
3

-
-

-

②
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
（
４
事
業
）
（
※
評
価
対
象
事
業
又
は
翌
年
度
以
降
評
価
対
象
事
業
を
掲
載
）

N
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
付
対
象
事
業
の
名
称
、
取
組
概
要
及
び
実
施
期
間

本
事
業
に
お
け
る
重
要
業
績
評
価
指
標
（
K
P
I）

計
画

策
定
時

(現
状
値
)

取
組
状
況

（
上
段
：
目
標
値
）
・
下
段
：
実
績
値

評
価

指
標

総
合
戦
略
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ達
成
に

有
効
で
あ
っ
た

　
今
後
進
展
す
る
第
４
次
産
業
革
命
時
代
の
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
い
て
必
要
と
な
る
Ｉｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
等
の

基
盤
技
術
習
得
と
研
究
開
発
の
技
術
支
援
の
た
め
の
「
Ｉｏ
Ｔ
開
発
支
援
拠
点
」
を
（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
る

工
業
総
合
研
究
所
（
青
森
市
）
の
敷
地
内
に
整
備
（
増
築
）
す
る
。

（
※
取
組
状
況
欄
の
目
標
値
・
実
績
値
年
度
：
１
年
目
（
2
0
1
8
年
度
）
・
２
年
目
（
2
0
1
9
年
度
）
・
３
年
目
（
2
0
2
0
年
度
）
）

指
標
②
「
Io
T
開
発
拠
点
」
に
設
置
し
た
施

設
・
機
器
の
利
用
件
数

（
件
）

1

青
森
県
Io
T
開
発
支
援
拠
点
整
備
事
業

指
標
①
「
Io
T
開
発
拠
点
」
を
利
用
し
た
Io
T
関

連
試
作
品
の
開
発
件
数

（
件
）

翌
年
度
評
価

　
今
後
の
需
要
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
栽
培
き
の
こ
に
つ
い
て
、
本
県
な
ら
で
は
の
新
品
種
き
の
こ
や
未
利
用
資
源
な
ど
を
活
用
し
た

低
コ
ス
ト
き
の
こ
栽
培
技
術
の
開
発
、
機
能
性
成
分
な
ど
の
優
位
性
の
確
認
な
ど
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
の
き
の
こ
育
種
・
栽
培
研

究
拠
点
施
設
を
（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
る
林
業
研
究
所
（
平
内
町
）
の
敷
地
内
に
整
備
す
る
。

（
※
取
組
状
況
欄
の
目
標
値
・
実
績
値
年
度
：
１
年
目
（
2
0
2
0
年
度
）
・
２
年
目
（
2
0
2
1
年
度
）
・
３
年
目
（
2
0
2
2
年
度
）
）

指
標
②
き
の
こ
生
産
量

（
㎏
）

2

き
の
こ
育
種
・
栽
培
研
究
拠
点
施
設
整
備
事
業

指
標
①
き
の
こ
生
産
額

（
万
円
）

翌
年
度
評
価

　
国
が
進
め
る
林
業
の
成
長
産
業
化
の
施
策
に
よ
り
、
県
内
の
木
材
の
伐
採
量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
伐
っ
て
」
「
ま
た

植
え
る
」
と
い
う
持
続
可
能
な
資
源
循
環
が
重
要
で
あ
り
、
伐
採
跡
地
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
花
粉
症
対
策
ス
ギ
や
松
く
い
虫

抵
抗
性
マ
ツ
な
ど
の
植
栽
を
推
進
す
る
な
ど
に
よ
り
再
造
林
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
「
造
林
用
林
木
育
種
研
究
・
種
子
生
産
拠
点
施

設
」
を
（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
所
有
す
る
林
業
研
究
所
（
十
和
田
市
）
の
敷
地
内
に
整
備
す
る
。

（
※
取
組
状
況
欄
の
目
標
値
・
実
績
値
年
度
：
１
年
目
（
2
0
2
0
年
度
）
・
２
年
目
（
2
0
2
1
年
度
）
・
３
年
目
（
2
0
2
2
年
度
）
）

指
標
②
苗
木
生
産
事
業
者
の
「
林
業
用
優

良
種
子
購
入
額
の
増
加
」

（
百
万
円
）

3

造
林
用
材
木
育
種
研
究
・
種
子
生
産
拠
点
施
設

指
標
①
林
業
用
優
良
種
子
に
よ
る
「
造
林
面

積
の
増
加
」

（
h
a）

翌
々
年
度
評

価

　
（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
野
菜
研
究
所
の
敷
地
内
に
優
良
種
苗
親
株
の
収
量
性
向
上
の
装
備
（
天
窓
、
遮
光
、
照
明
、

か
ん
水
）
を
備
え
た
大
型
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
新
築
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
な
が
い
も
増
殖
施
設
に
収
量
性
向
上
の
装
備
（
網
、
側
面
巻

上
げ
）
を
付
加
し
、
生
産
農
家
及
び
関
係
機
関
の
要
望
に
対
応
す
る
優
良
親
株
の
供
給
を
行
う
。

　
ま
た
、
効
果
促
進
事
業
と
し
て
、
新
築
す
る
大
型
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
内
に
優
良
種
苗
親
株
供
給
に
必
要
な
冷
蔵
庫
、
病
害
虫
防
除
機
を

装
備
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
老
朽
化
し
た
施
設
を
解
体
撤
去
し
、
跡
地
を
優
良
種
苗
の
維
持
・
増
殖
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

試
験
に
利
用
す
る
。

（
※
取
組
状
況
欄
の
目
標
値
・
実
績
値
年
度
：
１
年
目
（
2
0
2
1
年
度
）
・
２
年
目
（
2
0
2
2
年
度
）
・
３
年
目
（
2
0
2
3
年
度
）
）

指
標
②
な
が
い
も
優
良
種
苗
親
株
の
供
給

量
（
㎏
）

指
標
③
な
が
い
も
生
産
者
の
優
良
種
苗
親

株
の
栽
培
面
積

（
h
a）

4

青
森
県
な
が
い
も
原
原
種
維
持
増
殖
拠
点
施
設

指
標
①
な
が
い
も
優
良
種
苗
更
新
率

（
％
）
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関

係

（
重

要
業

績
評

価
指

標
（
K
P

I）
の

実
績

値
等

）

地
域

再
生

計
画

の
名

称
指

標

本
計

画
に

お
け

る
重

要
業

績
評

価
指

標
（
K
P

I）
年

度
取

組
概

要

6
未

来
の

ト
ッ

プ
・
ア

ス
リ

ー
ト

発
掘

・
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
運

動
能

力
や

体
力

等
に

優
れ

た
児

童
生

徒
を

発
掘

し
、

適
性

や
発

達
段

階
に

応
じ

た
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

1
0
5
.6

奥
入

瀬
・
十

和
田

湖
地

区
の

観
光

入
込

客
数

（
万

人
）

0
U

IJ
お

試
し

交
通

費
助

成
を

受
け

た
県

内
就

職
者

数
（
人

）
指

標
①

指
標

①

1
あ

お
も

り
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用
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援

プ
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ト
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人

財
の
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流
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内
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外

在
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内
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ッ
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等
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す
る
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合
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通
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就
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者
数
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魅

力
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掘
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、
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を

生
か

し
た
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在

型
観
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メ

ニ
ュ

ー
を

開
発

す
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・
奥

入
瀬

渓
流

の
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イ
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規
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に
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応

し
た
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ツ
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リ
ズ

ム
を

支
え
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た
な

交
通

シ
ス

テ
ム

を
構
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す

る
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総
合

戦
略

の
K
P

I達
成

に
有

効
で

あ
っ

た
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白

神
山

地
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保

全
と
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推
進

プ
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ジ
ェ
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ト

・
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
や

登
山

道
の

再
整

備
な

ど
に

よ
り

、
白

神
山

地
の

認
知

度
及

び
魅

力
向

上
を

図
る

。
・
白

神
山

地
を

次
世

代
に

つ
な

ぐ
人

財
を

育
成

す
る

。

2
あ

お
も

り
短

角
牛

再
生

緊
急

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
消

費
者

の
健

康
志

向
の

高
ま

り
に

よ
る

新
た

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

と
と

も
に

、
生

産
農

家
の

所
得

向
上

を
図

る
た

め
、

あ
お

も
り

短
角

牛
の

増
頭

対
策

及
び

低
コ

ス
ト

生
産

技
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確
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に
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②
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ネ
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1
5
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高
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運
動

能
力

を
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す
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選
手
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し

て
選

考
し
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学
生
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各

種
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

延
べ

参
加

者
数
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１ 目的 

   本県では、進学や就職を契機とした若者の県外転出が社会減の大きな要因となっており、特

に近年の高等学校等卒業者の県内就職率については、57.5％（2017 年３月卒、全国 44 位）、

56.7％（2018年３月卒、同 47位）、54.4％（2019年３月卒、同 47位）となっています。 

男女別・産業別に県内就職率等の状況を確認し、今後の高等学校卒業生の県内定着促進に係

る参考とするため、文部科学省「学校基本調査」及び県教育庁「高等学校等卒業者の進路状況」

などから関連データを整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 整理結果 

（１）県内・県外別にみた就職者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 10年の高等学校等卒業後の就職者数を県内・県外で分けると、県内就職者数に

比べ、県外就職者数は年度ごとの変動が小さくなっています。 

＜資料＞ 高等学校等卒業者の進路状況について 

～男女別・産業別にみた県内就職率など～ 
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※各年3月 資料：教育庁「高等学校等卒業者の進路状況」
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資料：文部科学省「学校基本調査」

高等学校卒業者の県内就職率（2019年3月卒）

東北各県の状況

・東北平均 72.9％

・岩手県 68.7％

・宮城県 80.7％

・秋田県 65.3％

・山形県 77.9％

・福島県 82.8％

全国平均

青森県
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（２）男女別にみた県内就職率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）産業別、男女別にみた就職状況 

 

 

 

 

 

 

 

2019年３月卒の産業別の就職者数は、「製造業」、「卸売業,小売業」、「建設業」などが

多くなっています。女性では「宿泊業,飲食サービス業」、「医療,福祉」も多くなってい

ますが、県内就職率をみると、「宿泊業,飲食サービス業」が 35.1％と、特に低くなって

います。 

 「宿泊業,飲食サービス業」は、女性の県外就職者の就職先産業として最も割合が高

く、22.4％を占めています。 

男女別に分けると、県内就職率は全体的に女性の方が高くなっていますが、近年の低

下傾向は、女性の方が顕著になっています。 
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 就職者数の多い主要産業別に全国及び東北各県と県内就職率を比較すると、男女とも

に多くの産業で本県が低い状況にあることが分かります。 

 特に、「宿泊業,飲食サービス業」が他県と比べて低くなっています。 
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（５）希望する就職先産業別にみた希望理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 県外就職の希望理由について、希望先の主な産業別に見てみると、いずれの産業にお

いても「県外で働きたい」が大きな割合を占めていますが、「建設業」では「資格取得を

支援してくれる」の回答率が全産業平均より高く、「宿泊業,飲食サービス業」では、業

務内容や勤務先企業に関する項目よりも、「県外で働きたい」、「自宅から離れて生活した

い」、「都会に魅力を感じる」といった生活関連の項目で高い回答率となっているなど、

就職希望先の産業別に特徴的な傾向も見られます。 

※ 2018 年「高校生の就職に関する意識調査」（企画政策部）の結果を産業別・理由別にクロス

集計。（産業別はサンプル数が少ないため参考値） 
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業務内容が合っている

説明会等で魅力を感じた

福利厚生制度が充実している

都会に魅力を感じる

賃金が高い

寮などが完備されている

自宅から離れて生活したい

県外で働きたい

（％）県外就職の希望理由（全産業）

※複数回答（n=1,100）

資料：企画政策部「高校生の就職に関する意識調査」
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2.4
4.0

6.5
3.2

5.6
6.5

4.0
10.5

8.9
7.3

9.7
8.1

4.8
16.9

21.0
11.3

28.2
15.3

31.5
41.1 69.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

同期採用の仲間が多い

会社での数年後の自分が想像できる

県内を希望していたが、県内にいい求人がなかった

保護者や知人等のすすめ

会社が求める人材に自分が合っている

その他

資格取得を支援してくれる

知人（先輩等）がいるので安心できる

就業時間や休日が明示されている

研修システムが充実している

先生のすすめ

学校で身につけた技術や資格を生かすことができる

会社の知名度が高い

業務内容が合っている

説明会等で魅力を感じた

福利厚生制度が充実している

都会に魅力を感じる

賃金が高い

寮などが完備されている

自宅から離れて生活したい

県外で働きたい

（％）県外就職の希望理由（宿泊業,飲食サービス業）

※複数回答（n=124）

理由無回答者は含めない。

資料：企画政策部「高校生の就職に関する意識調査」

（22.3）

（56.4）
（31.0）

※カッコ内は全産業平均

0.0
1.8

7.1
7.1

3.6
12.5

17.9
7.1

0.0
7.1

3.6
10.7

1.8
5.4

8.9
5.4

35.7
33.9

14.3
21.4

50.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

同期採用の仲間が多い

会社での数年後の自分が想像できる

県内を希望していたが、県内にいい求人がなかった

保護者や知人等のすすめ

会社が求める人材に自分が合っている

その他

資格取得を支援してくれる

知人（先輩等）がいるので安心できる

就業時間や休日が明示されている

研修システムが充実している

先生のすすめ

学校で身につけた技術や資格を生かすことができる

会社の知名度が高い

業務内容が合っている

説明会等で魅力を感じた

福利厚生制度が充実している

都会に魅力を感じる

賃金が高い

寮などが完備されている

自宅から離れて生活したい

県外で働きたい

（％）県外就職の希望理由（医療、福祉）

資料：企画政策部「高校生の就職に関する意識調査」

※複数回答（n=56）

理由無回答者は含めない。

（23.5）
（22.3）

（7.4）

※カッコ内は全産業平均

0.0
0.0

3.6
7.1

3.6
7.1

3.6
7.1

10.7
21.4

32.1
7.1

0.0
17.9

21.4
17.9
17.9

14.3
39.3

28.6
53.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

同期採用の仲間が多い

会社での数年後の自分が想像できる

県内を希望していたが、県内にいい求人がなかった

保護者や知人等のすすめ

会社が求める人材に自分が合っている

その他

資格取得を支援してくれる

知人（先輩等）がいるので安心できる

就業時間や休日が明示されている

研修システムが充実している

先生のすすめ

学校で身につけた技術や資格を生かすことができる

会社の知名度が高い

業務内容が合っている

説明会等で魅力を感じた

福利厚生制度が充実している

都会に魅力を感じる

賃金が高い

寮などが完備されている

自宅から離れて生活したい

県外で働きたい

（％）県外就職の希望理由（卸売業,小売業）

資料：企画政策部「高校生の就職に関する意識調査」

※複数回答（n=28）

理由無回答者は含めない。

（12.2）

※カッコ内は全産業平均

（25.1）
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（６）男女別の県外就職希望理由の傾向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 「卸売業,小売業」は、性別を記入した回答者が男性５名、女性２２名と少数であったこと
から、男女別の傾向は省略。 

 「建設業」では、「県外で働きたい」、「自宅から離れて生活したい」、「知人（先輩等）

がいるので安心できる」といった生活に関する項目で、女性の回答率が高くなっていま

す。 

 「製造業」では、「賃金が高い」、「会社の知名度が高い」などで、男性の回答率が高く

なっています。 

15.4

7.7

23.1

7.7

7.7

15.4

15.4

15.4

23.1

23.1

38.5
69.2

3.9

16.9

6.5

19.5

15.6

11.7

15.6

16.9

15.6

27.3

23.4

18.2

24.7

46.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

その他

資格取得を支援してくれる

知人（先輩等）がいるので安心できる

先生のすすめ

学校で身につけた技術や資格を生かすことができる

会社の知名度が高い

業務内容が合っている

説明会等で魅力を感じた

福利厚生制度が充実している

都会に魅力を感じる

賃金が高い

寮などが完備されている

自宅から離れて生活したい

県外で働きたい

（％）県外就職の希望理由（建設業）

男

女

※複数回答

性別無回答者は含まない

（男：n=77、女：n=13）

資料：企画政策部「高校生の就職に関する意識調査」

5.5

7.3

23.6

10.9

12.7

20.0

20.0

30.9

12.7

23.6

38.2

36.4

54.5

3.4

4.5

6.7

16.2

12.3

26.3

19.6

20.7

28.5

20.7

34.6

29.6

28.5

54.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

その他

資格取得を支援してくれる

知人（先輩等）がいるので安心できる

先生のすすめ

学校で身につけた技術や資格を生かすことができる

会社の知名度が高い

業務内容が合っている

説明会等で魅力を感じた

福利厚生制度が充実している

都会に魅力を感じる

賃金が高い

寮などが完備されている

自宅から離れて生活したい

県外で働きたい

（％）県外就職の希望理由（製造業）

男

女

※複数回答

性別無回答者は含まない

（男：n=179、女：n=55）

資料：企画政策部「高校生の就職に関する意識調査」
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 「宿泊業,飲食サービス業」では、「県外で働きたい」、「自宅から離れて生活したい」、

「都会に魅力を感じる」などで、男女ともに回答率が高くなっています。 

 「医療,福祉」では、「資格取得を支援してくれる」について、女性の回答率が特に高

くなっています。 

7.9

3.4

12.4

9.0

6.7

3.4

15.7

21.3

13.5

30.3

15.7

33.7

41.6

66.3

2.9

5.7

5.7

11.4

11.4

8.6

20.0

20.0

5.7

22.9

14.3

25.7

40.0

77.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

その他

資格取得を支援してくれる

知人（先輩等）がいるので安心できる

先生のすすめ

学校で身につけた技術や資格を生かすことができる

会社の知名度が高い

業務内容が合っている

説明会等で魅力を感じた

福利厚生制度が充実している

都会に魅力を感じる

賃金が高い

寮などが完備されている

自宅から離れて生活したい

県外で働きたい

（％）県外就職の希望理由（宿泊業,飲食サービス業）

男

女

※複数回答

性別無回答者は含まない

（男：n=35、女：n=89）

資料：企画政策部「高校生の就職に関する意識調査」

13.6

20.5

9.1

4.5

9.1

2.3

4.5

9.1

6.8

31.8

31.8

15.9

20.5

47.7

9.1

9.1

18.2

9.1

9.1

45.5

36.4

9.1

27.3

54.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

その他

資格取得を支援してくれる

知人（先輩等）がいるので安心できる

先生のすすめ

学校で身につけた技術や資格を生かすことができる

会社の知名度が高い

業務内容が合っている

説明会等で魅力を感じた

福利厚生制度が充実している

都会に魅力を感じる

賃金が高い

寮などが完備されている

自宅から離れて生活したい

県外で働きたい

（％）県外就職の希望理由（医療,福祉）

男

女

※複数回答

性別無回答者は含まない

（男：n=11、女：n=44）

資料：企画政策部「高校生の就職に関する意識調査」
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〈ロゴマークのコンセプト〉
“Aomori ” の A をモチーフとして、これらが中心に向かって集まる様子をデザインし、
青森県に人やモノが集まり、「選ばれる青森」を実現していく、というメッセージを表現
するとともに、県民が持てる力を結集し、支え合うイメージも表現しています。 
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